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パーソナルオーディオドッ夺ング 
システム 

取扱説明書•保証書 

SRS-GM5iP 


IA 警告 I 

ま全のために 

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、まちびった 
使いかたをすると、火がや感電などにより人身 
き故になることびあり危険です。事故を防ぐた 
めに次のことを必ずお守り<ださい。 


ま全のためのミま意事項を巧る 


この「安全のために」をよくお読みください。 


定期的に点検する 


1年に1度は、 AC パワーアダプターのプラグ部と 
コンセントの間にほこ0びたまっていないか、 
などを点検してください。 


内部に水や真物を入れない 
本機の上に熱器具、巧)1などおがが 
入ったをのや□—ソクを置かない 

火がや感電の危険をさけるために、本機を水の 
かかる場所や湿気のある場所では使用しないで 
ください。また、本機の上に花瓶などの水の入っ 
たをのを置かないでください。 

本機の上に、例えば火のついた□ーソクのよラ 
な、火炎源を置かないでください。 

万一、水や異物び入ったとさは、すぐに本体の 
電源を切り、 AC パワーアダプターをコンセント 
から抜去、お買い上げ店またはソニーサービス 
窓□にご相談ください。 

0 

禁止 


電源コードを傷つけない 


お質い上げいただをちりぴとラございます。 

r -* ~~電気製品は安全のためのミ主意事項を守らないと、 

/ r \ = a 火がや人身事故になることびあります。 

この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いください。 
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。 
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品名 パーソナルオーディオドッキングシステム 
型名 SRS - GM 引 P 
保証書 T02-1 

ここに保認書が入りまず 

Complete the film by inserting the warranty at this position. 

在此處插乂保證書完成菲林。 

巧化位置插人保证书な完成胶片。 


故障した S 使わない 


動作びおかし<なったり、キャビネットや AC パ 
ワーアダプターなどび破損しているのに気づい 
たら、すぐにお買い上げ店またはソニーサービ 
ス窓□に修理をご依頼ください。 


万一、異常が起きた S 



〇電源を切る 

〇 AC パワーアダプターをコンセントから巧く 
0 お買い上げ店またはソニーサービス窓口に修 
理を依頼する 


警告表示の意ほ 

取损説明書および製品では、次のよラな表示 
をしています。表示の内容をよく理解してか 
ら本文をお読みください。 

この表おのま意事項を守らな 
I A 会 I いと、火災•感電•破裂などに 
1/!\厄映 I よ h がめ十けわけが爪 A 旦 

事故び生じます。 


A 警告 


この表示のま意事項を守らな 
いと、火災•感電などにより死 
こや大けびなど人身事故の原 
因とな0ます。 


队 '/ 圭扁] 


この表おのま意事項を守らな 
いと、感電やその他の事故に 
よりけびをしたり周辺の家財 
に損害を与えたりすることび 


あります。 


注意を促す記号 



A 

火災 

感電 

巧為を禁止ずる記号 

0 ® 


禁止 分能禁止 

めれ手禁止巧触禁止 


行為を指示する記号 


€ 〇 

つラグをコン 指巧 

セントから抜く 


下記のま意事項を守6な 
_いと 

垃警司 义災•感電•発 
熱•巧义 により死 

火巧感電亡ゃ大けびの原因と 
な D まず。 


電源コードを傷つけると、义巧や感電の原因と 
なじまず。 

•電源コードを加工したり、傷つけたりしない。 
•重いものをのせたり、引っ張ったりしない。 

• 熱器具に近づけない。加熱しない。 

• AC パワーアダプターをおくとをは、必ずアダ 
プター本体を持って抜<。 

万一、電源コードび傷んだら、お買い上げ店ま 
たはソニーサービス窓□に交換をご依頼くださ 
い。 

0 

禁止 


湿気やほこ D 、 油煙、湯気のをい場所 
や直が曰巧のおたる場所には置かない 

义巧や感電の原因となることびあります。とく 
に風呂場では絶巧に使巧しないでください。 

0 

禁止 

雷が鳴 D だした百、 AC パワーアダプ 
夕一に触れない 

本機や AC バワーアダプターに軸れると感電の原 
因とな0まず。 

風 

接触禁止 

めれた手で AC パワーアダプターにさ 
わ6なし、 

感電の原因となることびあります。 


めれ手禁止 



自然が熱を巧ばない 

巧をかけたり、毛足の長いじゅラたんや巧団の 
上または本箱や組み込み式キャビネットのよラ 
な通気び巧げられる狭いところに設置しないで 
ください。壁や家具に密接して置いて、自然放 
熱の妨げになるようなことはしないでくださし、。 
過熱して火がや感電の原因となることびありま 
す。 



よくあるお問い合わせ、窓口受せ時間などは 
ホー ムぺ ージを ご活用ください。 


http://www.sonv.co.jp/support 


指定 1 U かの AC パワーアダプターを使 
ねない 



家庭用電源で使用するとさは、必ず指定の AC パ 
ワーアダプターを使巧して<ださい。 

破裂や過熱などにより、火災やけび、周囲の巧 
損の原因となります。 

0 

禁止 
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安定した場所に置< 

ぐらついた台の上や傾いたところなどに置くと、 
製品び落ちてけびの原因となります。 

0 

禁止 


本機ではじ(下の電池をお使いいただけます。 
電池の種類については、電池本体上の表示を 
ご確認ください。 


乾電池 

単 4 形(マンガン電池は使用でさません。） 

ボタン型電地 

リチウム電池 CR2025 (リモコン用） 

v _ y 


AC ； V "ワーアダプターは巧き差ししや 
ずいコンセントに接続する 

本機は容易に手び届くよラな電源コンセントに 
接続し、異常び生じた場合は速やかにコンセン 
卜から揣いてください。通常、本機の電源を切つ 
ただけでは、売全に電源から切り離せません。 

〇 

指 


コード類は正し<配置ずる 

コード類は足に引っかけたりして引っぱると製 
品の落下や転倒などによりけびの原因となるこ 
とびあるため、十分注意して接続•配置してくだ 
さい。 


[7 K 危均 

電池の液が漏れたときは、素手で液を 
さわ5ない 

液び本体内部に残ることびあるため、 ソニー 
の相談窓□にごネ目談ください。 

液び目に入ったと过ま、失日月の原因になるこ 
とびあるので目をこすらず、すぐに水道水な 
どの定れいな水で充分洗い、ただちに医師の 
治療を受けて < ださい。 

液び身体やを服についたときち、やけどやけ 
びの原因になるので、ずぐにされいな水で洗 
い流し、皮膚に炎症やけびの症状びあると走 
には医師にネ目談して < ださい。 

電池を誤って交換ずると爆発ずる危険 
びありまず。必ず同ータイプのちのと 
交換してください。 


A ミ主思 I 


下記のミち意事項を守5ない 
とけが i をしたり周辺の 
家財に損害を与えた 

りずることがあ0まず。 


内部を開けない 

感電の原因となることびあります。 

内部の点検や修理はお買い上げ店またはソニー 
サービス窓□にご依頼ください。 

を 

分解禁止 


A 警告 

•ルさい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼児 
の手の届くところに置かない。万び一飲み込ん 
だ場合は、窒息や胃などへの障害の原因になる 
ので、直ちに医師に相談する。 

• 機器の表あに合わせて+と一を正しく入れる。 

• 巧電しない。 

•火の中に入れない。分辭、加熱しない。ショー 
卜させない。 

•コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒 
に携帯•イ呆管しない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

•使い去った電池は取りはずす。長時間使用しな 
いと去も取りはずす。 


はじめか6ボリュームを上ばずぎない 

突然大きな音び出て耳をいためることびありま 
す。ボ U ュームは徐々に上げましよラ。とくに、 
デジタルオーディオプレーヤーなど、雑音のか 
ないデジタル機器を聞くとさにはごま意くださ 
い。 

0 

禁止 


•火のそばや直射日光のあたるところ•炎天下の 
車中など、高温の場所で使用•保管•放置しな 
い。 

• 指定された種類し:!がの電池は使巧しない。 

. 廃棄の隙は、地方自治体の条例または規則に 
従って < ださい。 

機銘板は、本機の底面に表示してあります。 


長時間使用しないとをは AC パワーア 
ダプターを巧< 

長時間使巧しないとをは、安全のため AC パワー 
アダプターをコンセントから掠いてください。 

奪 

フ。ラグをコン 
セントから抜く 


お手入れの際 、 AC パワーアダプター 
を巧 < 

AC パワーアダプターを差し込んだままお手入れ 
をすると、感電の原因となることびあります。 

蠢 

つラグをコン 
セントからおく 


保証書とアフターサービス 

保証書 

所定事項の記入および記載内容をお確かめのラ 
え、大切にイ呆存してください。 

イ呆記期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子び悪いときはまずチェックを 

この説明書ををラー度ご覽になってお調べ<だ 
さい。 

それでら具合の悪いとさはサービスへ 

お買い上げ店または添付の「ソニーご相談窓□の 
ご案内」にあるお近くのソニーヴービス窓□にご 
相談 < ださい。 

保証期間中の修理は 

イ呆証書の記載内容に基づいて修理させていただ 
をます。詳しくは保証書をご覧<ださい。 


電池にごいての 
まを上のご注意 

液漏れ•破裂•発熱•巧义， 
誤がにょる大けがゃ失明を避 

けるため、下記のを意事頂をがずお 
巧0< だをい。 


保証期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持でをる焉含は、ご要望 
により有料修理させていただをます。 

部品の保有期間について 

当社では補修巧性能部品(製品の機能を維持ずる 
ために必要な部品)を、製造打ち切り後6年間保 
有しています。 


ほ用上のご注意 


取り巧いについて 

• 次のよラな場所に置かないでください。 

-温度び非常に高いところ(斗〇むし^上)や低い 
ところめむじ(下)。 

一直射曰光のあたる場所や暖房器具の近<。 

—風呂場など湿気のをいところ。 

一窓を閉め切った自動車内(特に夏季)。 

一ほこりのをいところ。 

ーテレビやプ□ジェクターのそば。 

ブラウン管タイプのテレビやプ□ジェク 
ターの近くで使用する場合は充分に離して 
ご使用ください。本機をこれらに近づけす 
ざると画面に色むらび生じる場合びありま 
す。 

•落としたり、強いショックを与えたりしないで 
ください。故障の原因になります。 

• 本機の内部に液体や異物を入れないで<ださい。 

•巧れたとをは、柔らかい巧でからぶをしてくだ 
さい。シンナーやベンジンなどは表面をいため 
ますので使わないでください。 

•キャッシュカード、定期券など、磁気を利巧し 
たカード類をスピーカーに近づけないでくださ 
し、。スピーカー内部の磁石の影響でカードの磁 
気び変化し、使えなくなることびあります。 

AC パワーアダプターについて 

.コードを無理に曲げたり、上に重い物をのせた 
0しないで < ださい。 

•アダプターを抜くとさは、コードを引っ張らず 
に、アダプター本体を持っておいてください。 

•長い時間使わないと去は、アダプターをコンセ 
ントから掠いてください。 

iPod 及び iPhone の総妳について 

•特別な場合を除去、この取扳説明書では iPod 
および iPh 日 ne の総称として 「 iPod 」 と記載して 
し、ます。 


が障とお考えになる前に 

本機び正しく動作しないとをは、下記の頂目を 
チェックしてください。 

それでも正しく動作しなしたきは、ソニーの相談窓 □ 
またはお買い上げ店にお問い合わせ < ださい。 


區通 I 


電源が入らない。 

• AC パワーアダプターびコンセントにしっかり差し 
込まれてし'!るか確認する。 

• 電池び正し < 入れられているか確認する。 
•電池び消耗していた5、すべて新しいをのと交 
換する。 


音が出ない。 

• VC ) LUME + またはーボタン （ U モコンの場合、 
V 0 L + またはーボタン)で音量を調節する。 

雑音が入る。 

• 携帯電話などを本機から離して使用する。 

異なる二種類の音源が同時に再をされる。 

• iPod またはが部機器を取りがしてください。 

0PR/BATT ランプが点滅ずる。 

• U モコンの信号を受信したとさまたは電池残量び 
少なくなると、 0 PR / BATT ランプび点滅します 
び、故障ではありません。 


iPod 部 

iPod から音が出ない。 

• iPod びしっかり接続されているか確認する。 

本機から iPod の操作がでさない。 

• iPod びしっかり接続されているか確認する。 

iPod の巧電がでさない。 

• iPod びしっかり接続されているか確認する。 

• AO くワーアダプターびしっかり接続されている 
か確認する。 

iPod の充電はできるが iPod を操作しても音が出 
ない。 

• AC アダプターでご使用の場合、本機の電源を 
切っても iPod への充電は継続されます。 
再生したい場合は本機の >11( 再生/一時停止） 
ボタンを押して < ださい。 

IAUDI 0 IN 部 I 

音が出ない。 

• オーディオケープルびしっかり接続されているか 
確認する。 

音量がかさい。 

• 本機と接続しているが部機器の音量を確認して 
<ださい。 


をモコン部 I 


リモコンが動作しない。 

• U モコンの電池び消耗していたら、新しいをのと 
交換する。 

• U モコン受信部び正しく受信できる方向にリモコ 
ンを向けているか確認する。 


• U モコン受信部をふさびない。 

• 直射曰光や壁光むなどの強い光び当たる場所に 
リモコン受信部をさらさない。 

• リモコンは、本機のなるベ<近<で使巧する。 


まな仕様 


iPod 部 

出力 

DC5V 

最大 

1 A 

スピーカー 卽 

実雨最大出力 

直径約 5.0 cm、 6 0 

2W+2W (全高調波歪 1 日％)、 
ステレオ (JEITA*) 

オーディオイン 

音亩入力 

AUDIO IN 端子(直径 3.5 mm 

ステレオ S ニジャック） 

消費電力 

12W 

電源 

家庭用電源 (ACIOOV 、 

50 Hz/60 Hz) 

最大がお寸法 

約 226 mm x 165 mm x 

164 mm 

(幢 X 局 さ X 奧わ去、最大突起 
部含む) (JEITA*) 

質量 

約 1.1kg 簡池を含まない） 


JEITA (電子情報技術産業協会)規格による測定 
値です。 


付属品 

iPhone 3 G および iPhone 3 GSffiDock アダプ 
夕©り）* 

AC パワーアダプター （1) 

IJ モコン（1」チウム電池入り） （1) 

取扱説明書•保証書 （1) 

ソニーご相談窓口のご案内 （1) 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく 
変更することびありますび、ご了承ください。 

>本機に付属しているアダプタは iPhone 3 G , 
iPhone 3 GS _^ が1•にはご使用になれません。 


裏面へつづ< 







































































リモコン受信部 


ドッキングトレー 



VOLUM いと Wl ボタンに凸部(突起)びついていまず。 


y モコンにごいて 


初めて付属の U モコンをお使いになるとをは、 
絶縁フイルムを取り除いて<ださい。 

本機のリモコン受信部回にリモコンを向けてく 
ださい。 


VOL+ と>11ボタンに凸部(突起)がついていまず。 

1/の（電源)ボタン 

電源を入/切する。電源び入ると OPR/BATT ラ 
ンプび点むする。 

乾電池使巧時は、本機の1/の（電源)ボタンを巧 
してください。 U モコンの1/の（電源)ボタンは、 
AC パワーアダプター使巧時にのみ、操作できま 
す。 

►II (再生/一時停止)ボタン 
• iPod を再生ずる。または再生中の iPod を一時 
停止する。 

• ボタンを巧したままにすると iPod の電源び切 
れる。 

►W (早送り）ボタン 
• 次の曲へ進む。 

• 曲を聞をなびら、聞きたい部分び見つかるま 
でボタンを押したままにする。 

• 一時停止中に iPod の表示窓の再生時間を見な 
びら、聞をたい部分び見つかるまでボタンを 
押したままにする。 

W (早戻し)ボタン 

• 前の曲に戻る。再生中にこの操作を行ラと現 
在再生中の曲の頭に戻る。前の曲に戻るには、 
ボタンを2回押す。 

• 曲を聞をなびら、聞をたい部分び見つかるま 
でボタンを巧したままにする。 

• 一時停止中に iPod の表示窓の再生時間を見な 
びら、聞きたい部分び見つかるまでボタンを 
押したままにする。 

4 (アップ)/* (ダウン）ボタン 
メニューアイテムや再生する曲を選ぶ。 

MENU ボタン 

• 前のメニューに戻る。 

• ボタンを巧したままにするとメイン ニュー 
におる。 

ENTER ボタン 

メニューの実行や曲の再生をする。 

VOL+/- 宿量 +/-) ボタン 
音量を調節する。 

ごを意 

•お使いの iPod によっては U モコンで一部行え 
ない操作びあります。 


リチウム電池を交換するとをは 

U モコンに入っている U チウム電池は、通常の使用 
では約6ヶ月持続します。電池び消耗すると、リモ 
コンは正常に作動しなくなったり、 U モコンの動作 
距離び短くなったりします。そのよラなとさは、新 
しいソニー製 U チウム電池〔の025と交換してくだ 
さい。 

〇側を上にして入れる 



電池に関する警告 

長い間ご使用にならないときは電池を取り出してく 

ださい。過度の放電や液もれを防ざます。 

リチウム電池に関するごま意 

• 使いをった電池はずぐに廃棄してください。電池 
は幼児の手の届かないところに置いて<ださ 
し、。万一電池を飲み込んだ場合には、直ちに医 
節と相談してください。 

•接触不良を防ぐため、電池を乾いた巧でよく拭 
いて < ださい。 

• 電池を入れるとさは+と一を確かめてください。 

•ピンセットなどの金属類と電池を一緒に携帯•保管し 
ないでください。電池の+と一び金属類とつなびる 
とショートし、発熱することびあります。 

•直射日光や火の近くなど、温度の高いところに 
電池を置かないで<ださい。 




電池の+と一の向ををまちびえて入れると破裂する 
恐れびあります。 

内蔵の電地と同ータイプの電油をお使いくださ 
い。 


iPod を聞< 

iPod & iPhone 巧応モデル 

本機には下記の iPod & iPhone び対応していま 
す。本機に接続して使巧する前に、お使いの 
iPod る iPhone を最新のソフトウエアにアップ 
デートしてください。 


iPod touch (第4世代） 
iPod touch (第3世代） 
iPod touch (第2世代） 
iPod touch (第1世代） 

iPod nano 箱6世代)* 

iPod nano 箱4世巧） 
iPod nano (第3世代） 
iPod nano (第2世代） 
iPod 馆5世代） 
iPod class に 

iPhone 4 


iPhone 3 GS 
iPhone 3 G 


iPod 付属または 
Apple . inc から購入 
された Dock アダプ 
夕をご使巧<ださ 
い。 

Dock アダプタなし 
でご使巧でをます。 

iPod 付属または 
Apple . inc から購入 
された Dock アダプ 
夕をご使巧<ださ 
い。 

Apple . inc から購入 
された Dock アダプ 
夕をご使巧<ださ 
い。 

本機に付属の Dock 
アダプタをご使用く 
ださい。 


• iPod nano 第6世代には専用の Dock アダプ 
夕びありません。 （2011 年3月現在） 

• U モコンの MENU 、 ♦、♦、 ENTER ボタンで 
iPod nano 第6世代の操作は巧えません。 


iPod , iPod classic , iPod nano , iPod touch は、 
米国および他の国々で登録された Apple Inc . の 
商標です。 

「Made for iPod」「Made for iPhone 」 とは、そ 
れぞれ iPod , iPhone 専庙に接続するよう設計さ 
れ、アップルび定める性能基準を満たしている 
とデべ□ッパによって認定された電子アクセサ 
リであることを示します。アップルは、本製品 
の機能および安全および規格への適合について 
一切の責任を負いません。本製品を iPod 、 又は、 
iPhone と共に使用すると、ワイヤレス磯能に影 
響を及ぼす可能性びあります。 

最新の iPod & iPhone 対応機種については、下 
記サポートページをご覧ください。 
h 打 p :// www . sonyjp / support/a い acc / 


Dock アタプタ 

別売りの iPod を本機に接続して音楽を楽しむこ 
とびできます。 iPod を本機に接続するとを、 
iPod お買い上げ時に付属の Dock アダプタ、 
Apple Inc . 社から購入したものをご使巧くださ 
し、。 



再生方法 

1 お使いの iPod の Dock アダプタを装着 
ずる。 

2 ドッキングトレーに iPod を装着ずる。 

3 ► ii ボタンを押ず。 

乾電池で本機をお使いになるとをは、本機 

の!/の（電源)ボタンを押してから Ml ボタ 

ンを押して < ださい。 

iPod の再生び開始されます。 

iPod の操作を本機または iPod ボタンで操作 

を行うことびできます。 

Dock アダプタを本機か S 取日は 
ずすには 

内側の溝に平らなちの(マイナスドライバーな 
ど)を弓 I っ掛けて持ち上げてください。 



ごま意 

•安定した接続を確なするために、 iPod のケー 
スやカバーをはずしてドッキングトレーに装着 
して < ださい。 

• iPod の装着および取りはずし時は、本機の 
Dock コネクタと同じ角度で iPod を抜去差しし 
てください。 iPod を前後に倒して無理に取りは 
ずそラとすると Dock コネクタび破損する恐れ 
びお0ます。 

• ドッキングトレーに iPod を装着したまま本機 
を持ち運ばないでください。 

• iPod の装着および取りはずし時は、ドッキン 
グトレーをしっかり押さえてください。 

• iPod を取りはずす前に再生を一時停止してく 
ださい。 

• iPod の電池鶏量び非常に少ない場合は、しば 
らく充電してから操作してください。 

• iPod touch や iPhone は電源を入れないと動作 
しません。操作する前に iPod touch や iPhone 
の電源を入れてください。 

• ソニーは 本機と接続の iPod データの 破壊や損 
失について、責任を負いません。 

• Apple Inc のウェブサイトで iPod 操作環境条 
件の詳細をご確認ください。 

音量調節ずるには 

VOLUME +または-ボタン0」モコンの場合、 

V 0 L +またはーボタン)で音量を調節する。 

ちょっと一言 

•最大または最ル音量に設定すると、 0 PR/BATT 
ランプは3回点滅します。 


別売りのか部機器をつなぐ 

携帯デジタル S ュージックプレーヤーなどのが部機 
器を本機に接続して、スピーカーから流れる音を 
楽しむことびでをます。接続する前にすベての機 
器の電源を切って < ださい。 

1 本機背面の AUDIO IN ジャックとが部 
機器をオーディオケーブル(別売り）で 
しっかり接続ずる。 

2 1/の（電源)ボタンを押して、本機の電 
源を入れる。 

3本機に接続した外部機器の電源を入れ 
る。 

4列部機器を操作して再生する。 

本機の スピーカーから 音び流れます。 

ごま意 

•使用するオーディオケープルは、列部機器によっ 
て異なります。接続するが部機器に適したケーブ 
ルを使用して < ださい。 


• 音量びルさい場合はまず本機の音量調節をして 
ください。それでをルさい場合には外部機器の 
音量を調節してください。 

I AUDIO IN ジャックに接続されたが部機器を楽 
しむと去は、 iPod の再生を停止してくださし、 

I AUDIO IN を使巧しないとさは、オーディオ 
ケーブルを取りはずしてください。 


電源にごいて 

家庭用電源または乾電池で本機を使巧でさま 

す。 

電源管理システム 

iPod (または AUDIO IN ジャックに接続された機 

器)の再生び停止してから約20分間何も操作しな 

いと、本機の電源は自動的に切れます。 

家庭用電源で巧ラ 

附属の AC パワーアダプターを本機背面の DC IN 

6 V ジャックにしっかり差し込んだあと、コンセ 

ントに差し込む。 

AC パワーアダプターに関するごま 意 

• 乾電池で本機をお使いになるとさは、 AC パ 
ワーアダプターをコンセントと DC IN 6V 
ジャックから旅いてください。使用前にが部 
電源との接続び切断されているか確認してく 
ださい。 

• この製品には、付属の AC パワーアダプターを 
ご使巧ください。付属政外の AC パワーアダプ 
ターを使用すると、故障の原因になることび 
あります。 



乾電池の装着について 

単4形アルカリ電池 ( LR 03)4 個または単4形充電 


地 ( NH - AAA ) 4個を入れる。 

電池持続時間 (おおよその時間） 

(JEITA*) 

使用電池 

使巧時間 

ソニー単4形アルカ U 電池 

10 

( LR 03) 

ソニー単4お充電池 (N H - AAA ) 

8 


> JEITA (電子情報技術産業協会)規格による測定 
値です。実隙の電池持続時間は本機の操作環境 
によって異なる可能性びあります。 

乾電池を交換ずる時期 

電池鶏量びみなくなると 0PR/BATT ランプび暗 

<なり、音び歪むことびあります。 

電池に関ずるごま意 
• マンガン電池は使巧でをません。 

• いかなる電池ち本機で充電でさません。 

. ピンセットなどの金属類と電池を一緒に携帯- 
保管しないでください。電池の+と一び金属 
類とつなびるとショートし、発熱することび 
あります。 

• 電池を入れるとさは+と一を確かめてくださ 
い。 

• 長い間ご使用にならないとをは電池を取り出 
してください。過度の放電やあちれを防ぎま 
す。 

• 同ータイプの電池をお使いください。 

• 電池を交換するときはすべて新しいちのと交 
撰して < ださい。 

• 電池性能はメーカーや電池の種類によって異 
なることびあります。特に温度び低いところ 
での使用において、電池持続時間び測定値よ 
りかない場合びあります。 

iPod を本機で充電するには(家庭 
用電源接続時のみ） 

AC パワーアダプターをコンセントにつなざ、本 
機に iPod を接続してください。 

充電び自動的に開始します。充電の状態は iPod 
本体に表示されます。詳し<は、お使いの iPod 
の取扱説明書をご覧ください。 

本機の電源を入/切ずる 

1/の（電源)ボタンを押す。 

電源び入ると 0PR/BATT ランプび点なします。 
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